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(57)【要約】
【課題】平面的な表示に厚みをもたせて立体感及び浮遊
感を与えることができるとともに、表示板全体の外観を
照光時と非照光時とで相違させることが可能な表示板、
表示装置、電子機器、計測装置を提供する。
【解決手段】基板に形成された静的な表示をバックライ
トによって照明する表示板であって、透光性を有する材
料からなる基板１０と、基板１０の表面側に位置する遮
光性のポジ表示１０ａと、基板１０の裏面側に位置する
遮光層１１と、遮光層１１中に形成され、ポジ表示１０
ａに対応する輪郭形状を有し、基板１０の肉厚を介して
ポジ表示１０ａに重複する透光性のネガ表示１１ａと、
を含み、ポジ表示１０ａとネガ表示１１ａとの大きさを
大小異ならせ、互いの輪郭形状をオフセットさせた構成
としてある。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板に形成された静的な表示をバックライトによって照明する表示板であって、
　透光性を有する材料からなる前記基板と、
　前記基板の表面側に位置する遮光性のポジ表示と、
　前記基板の裏面側に位置する遮光層と、
　前記遮光層中に形成され、前記ポジ表示に対応する輪郭形状を有し、前記基板の肉厚を
介して前記ポジ表示に重複する透光性のネガ表示と、を含み、
　前記ポジ表示と前記ネガ表示との大きさを大小異ならせ、互いの輪郭形状をオフセット
させたことを特徴とする表示板。
【請求項２】
　前記ポジ表示及び／又は前記ネガ表示を印刷により形成した請求項１記載の表示板。
【請求項３】
　前記ポジ表示及び／又は前記ネガ表示をフィルムに印刷し、前記フィルムを前記基板に
積層した請求項２記載の表示板。
【請求項４】
　前記遮光層を、前記ネガ表示を除く黒色抜き印刷とした請求項１～３のいずれか１項に
記載の表示板。
【請求項５】
　前記基板の裏面側における前記遮光層よりも上に、半透光性の背景加飾層を形成した請
求項１～４のいずれか１項に記載の表示板。
【請求項６】
　前記基板の裏面側における前記遮光層のよりも上に、少なくとも前記ネガ表示に対応す
る領域に透光性をもたせた、遮光性、透光性又は半透光性の背景加飾層を形成した請求項
１～４のいずれか１項に記載の表示板。
【請求項７】
　前記基板の裏面側における前記遮光層のよりも下に、少なくとも前記ネガ表示に対応す
る半透光性の他の背景加飾層を形成した請求項６記載の表示板。
【請求項８】
　前記背景加飾層を、金属薄膜、カラー印刷、スモーク印刷、又は微細凹凸からなるテク
スチャ模様印刷のいずれかとした請求項５～７のいずれか１項に記載の表示板。
【請求項９】
　前記基板の裏面側における前記遮光層のよりも下に、前記バックライトの照光を着色す
る照光着色層を形成した請求項１～８のいずれか１項に記載の表示板。
【請求項１０】
　前記基板の表面側又は裏面側に、微細凹凸からなるテクスチャ模様を形成した透光性を
有する加飾フィルムを積層した請求項１～９のいずれか１項に記載の表示板。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか１項に記載した表示板と、前記表示板を裏面側から照明する
バックライトとを備えたことを特徴とする表示装置。
【請求項１２】
　請求項１１の表示装置を操作部に適用したことを特徴とする電子機器。
【請求項１３】
　請求項１１の表示装置を文字盤に適用したことを特徴とする計測装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば、カメラのモードダイヤルやスピードメータなどに用いられるバック
ライトを備えた自発光式の表示板、及びこれを備えた表示装置に関し、特に、平面的な表
示に厚みをもたせて立体感及び浮遊感を与えることができるとともに、表示板全体の外観
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を照光時と非照光時とで相違させることが可能な表示板、表示装置、電子機器、計測装置
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一眼レフカメラやコンパクトカメラには、複数のプログラム露出モードの中から一つを
選択するモードダイヤルを備えたものがあった。従来のモードダイヤルは、回転可能な円
形のダイヤルに表示された図形、記号、文字又は数字を、カメラ本体に固定された指標位
置に合わせる構成となっていた。
【０００３】
　また、下記の特許文献１～７には、前記ダイヤルに透光性を有する絵文字等の表示を形
成し、この表示をＬＥＤバックライトによって照明するモードダイヤルが提案されている
。このような照明付きモードダイヤルでは、ダイヤルを回転させて絵文字等の表示を指標
位置に合わせると、当該表示が自発光して選択されたモードを報知する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００１－００５０７５号公報
【特許文献２】特開２００１－００５０７６号公報
【特許文献３】特開２００１－００５０８５号公報
【特許文献４】特開２００２－０６２５７０号公報
【特許文献５】特開２００２－０７５１０６号公報
【特許文献６】特開２００６－００３８０６号公報
【特許文献７】特開２００７－１９９３６２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところが、特許文献１～７のモードダイヤルは、透光性を有する絵文字等の表示をＬＥ
Ｄバックライトによって自発光させるだけの構成なので、表示が平面的であり、斬新さに
欠けるという問題があった。また、透光性を有する絵文字等の表示は、一般に乳白色や半
透明となっており、遮光性の印刷表示と比較して、非照光時の視認性が低いという問題が
あった。
【０００６】
　さらに、特許文献１～７のモードダイヤルは、いずれも照光時と非照光時とにおいて、
いずれかの表示が点灯しているか否かの相違しかなく、表示部全体の外観を照光時と非照
光時とで大きく相違させるものではなかった。
【０００７】
　なお、自動車のインストルメントパネルには、自発光式メータのカバーを透過率２０％
程度のスモークグラスで覆い、イグニッションキーをＯＮにしたとき以外、メータの表示
が見えないブラックアウト型のものがあった。このようなブラックアウト型自発光式メー
タは、イグニッションキーをＯＮにしたときにメータの表示が浮かび上がり、表示板全体
の外観が照光時と非照光時とで大きく相違する。
【０００８】
　しかし、ブラックアウト型自発光式メータは、バックライトを常時点灯させなければ、
メータの表示を視認することができず、晴れた日の屋外などでバックライトを消灯させて
使用することができないという問題がある。また、バックライトの消灯時に表示板全体を
ブラックアウトさせるために、表示板のデザインは暗色（一般的には黒）に制限されてし
まい、表示板の表面にテクスチャ模様などの細かいデザインを施しても、暗くて視認する
ことができないという問題もある。
【０００９】
　本発明は、上記問題点に鑑みてなされたものであり、平面的な表示に厚みをもたせて立
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体感及び浮遊感を与えることができるとともに、表示板全体の外観を照光時と非照光時と
で相違させることが可能な表示板、表示装置、電子機器、計測装置の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成するために、本発明の表示板は、基板に形成された静的な表示をバック
ライトによって照明する表示板であって、透光性を有する材料からなる前記基板と、前記
基板の表面側に位置する遮光性のポジ表示と、前記基板の裏面側に位置する遮光層と、前
記遮光層中に形成され、前記ポジ表示に対応する輪郭形状を有し、前記基板の肉厚を介し
て前記ポジ表示に重複する透光性のネガ表示と、を含み、前記ポジ表示と前記ネガ表示と
の大きさを大小異ならせ、互いの輪郭形状をオフセットさせた構成としてある。
【００１１】
　上記構成によれば、互いの輪郭形状をオフセットさせたポジ表示とネガ表示とを、基板
厚み方向の間隔をおいて重複させることにより、バックライトの照光時において、遮光性
のポジ表示が、ネガ表示を透過した照光で背後から照明され、これらポジ表示とネガ表示
とで形成された一体の表示を立体的に見せることが可能となる。一方、バックライトの非
照光時には、外部からの光を受けて遮光性のポジ表示を良好に視認することができる。
【００１２】
　好ましくは、前記ポジ表示及び／又は前記ネガ表示を印刷により形成した構成とし、よ
り好ましくは、前記ポジ表示及び／又は前記ネガ表示をフィルムに印刷し、前記フィルム
を前記基板に積層した構成としてもよい。
【００１３】
　上記構成によれば、ポジ表示、ネガ表示を基板に直接印刷した場合には、表示板の積層
構造を簡単化することができ、表示板の薄型化、組立工数の削減を図ることができる。一
方、ポジ表示、ネガ表示をフィルムに印刷して基板に積層した場合には、フィルムに着色
したり、テクスチャ模様を施したりすることができ、表示板の背景を任意にデザインする
ことが可能となる。好ましくは、ポジ表示、ネガ表示をフィルムの裏面に印刷すると、こ
れらポジ表示、ネガ表示がフィルムによって保護される。
【００１４】
　好ましくは、前記遮光層を、前記ネガ表示を除く黒色抜き印刷とした構成とし、より好
ましくは、前記基板の裏面側における前記遮光層よりも上に、半透光性の背景加飾層を形
成した構成としてもよい。
【００１５】
　上記構成によれば、遮光層を黒色抜き印刷とすることにより、ネガ表示を除く背景部分
の遮光性を良好にすることができる。また、このような遮光層よりも上に半透光性の背景
加飾層を形成し、この背景加飾層によってネガ表示を覆うにより、バックライトの非照光
時に、ネガ表示を隠蔽してポジ表示の背景デザインを統一することが可能となる。
【００１６】
　好ましくは、前記基板の裏面側における前記遮光層のよりも上に、少なくとも前記ネガ
表示に対応する領域に透光性をもたせた、遮光性、透光性又は半透光性の背景加飾層を形
成した構成とし、好ましくは、前記基板の裏面側における前記遮光層のよりも下に、少な
くとも前記ネガ表示に対応する半透光性の背景加飾層を形成した構成としてもよい。
【００１７】
　上記構成によれば、背景加飾層の少なくともネガ表示に対応する領域に透光性をもたせ
たことにより、ネガ表示を透過する照光量を確保しつつ、背景加飾層を遮光性又は半透光
性のいずれにすることもでき、ポジ表示の背景デザインの自由度を拡大することが可能と
なる。また、遮光層のよりも下に、少なくともネガ表示に対応する半透光性の他の背景加
飾層を形成したことにより、ネガ表示のみを背景部分と異なるデザインにすることができ
る。
【００１８】
　好ましくは、前記背景加飾層を、金属薄膜、カラー印刷、スモーク印刷、又は微細凹凸
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からなるテクスチャ模様印刷のいずれかとした構成としてもよい。
【００１９】
　上記構成によれば、金属薄膜、カラー印刷、スモーク印刷、又は微細凹凸のいずれか一
つ又は二以上の組み合わせにより、表示板の背景又はネガ表示を種々のデザインにするこ
とができる。
【００２０】
　例えば、背景加飾層を金属薄膜で形成した場合は、表示板の背景又はネガ表示の外観を
金属調、ミラー調、シェル調等にすることができる。背景加飾層は、遮光層とは別に基板
に形成されるものであるから、背景加飾層としての金属製膜は、遮光性又は半透光性のい
ずれであってもよい。
【００２１】
　また、背景加飾層をカラー印刷した場合は、表示板の背景又はネガ表示を任意の色に着
色することができる。カラー印刷の色は有彩色又は無彩色のいずれであってもよく、一色
又は二色以上であってもよい。上述した金属薄膜の上にカラー印刷を施し、背景加飾層を
メタリック調のカラーとしてもよい。
【００２２】
　さらに、背景加飾層をスモーク印刷した場合は、例えば、表示板の背景とネガ表示との
両方をスモーク印刷することにより、バックライトの非照光時に、ネガ表示を隠蔽してポ
ジ表示の背景デザインを統一することができる。また、ネガ表示のみをスモーク印刷して
黒色にしてもよい。
【００２３】
　これに加え、背景加飾層を微細凹凸とした場合は、表示板の背景又はネガ表示に質感を
もたせるテクスチャ模様を付加することができる。なお、微細凹凸には、例えば、金属加
工のヘアライン模様、カーボンファイバの繊維模様、一般的な市松模様、水玉模様、唐草
模様などのあらゆる模様が含まれる。
【００２４】
　好ましくは、前記基板の裏面側における前記遮光層のよりも下に、前記バックライトの
照光を着色する照光着色層を形成した構成とする。このような構成によれば、照光着色層
により、バックライトの照光時に、表示板の背景又はネガ表示を任意の色に発光させるこ
とが可能となり、照光時のデザインの自由度を拡大することができる。
【００２５】
　好ましくは、前記基板の表面側又は裏面側に、微細凹凸からなるテクスチャ模様を形成
した透光性を有する加飾フィルムを積層した構成としてもよい。このような構成によれば
、例えば、加飾フィルムを基板の表面側に積層した場合は、ポジ表示を含む表示板全体に
テクスチャ模様を付加することができる。また、加飾フィルムを基板の裏面側において、
遮光層よりも上に積層した場合は、表示板の背景及びネガ表示の全体にテクスチャ模様を
付加することができ、遮光層よりも下に積層した場合は、バックライトの照光時に、ネガ
表示のみにテクスチャ模様を発現させることができる。
【００２６】
　上述した本発明の表示板は、例えば、カメラのモードダイヤルなどの電子機器の操作部
、スピードメータ、タコメータ、時計などの計測装置の文字盤、企業名や店舗名を表示す
る銘板、個人の表札等に広く適用することが可能である。
【発明の効果】
【００２７】
　以上のように、本発明の表示板、及びこれを備えた表示装置、電子機器、計測装置によ
れば、平面的な表示に厚みをもたせて立体感及び浮遊感を与えることができるとともに、
表示板全体の外観を照光時と非照光時とで相違させることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明の第１実施形態に係る表示板を示すものであり、同図（ａ）は、非照光時
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及び照光時の本表示板の外観を示す平面図、同図（ｂ）は、同図（ａ）の部分斜視図、同
図（ｃ）及び（ｄ）は、本表示板の積層構造を示す断面図である。
【図２】本発明の第２実施形態に係る表示板を示すものであり、同図（ａ）は、背景を金
属調にした表示板、同図（ｂ）は、背景をスモーク調にした表示板の平面図である。また
、同図（ｃ）は、同図（ａ）の表示板の非照光時及び照光時の外観を示す部分斜視図、同
図（ｄ）は、同図（ｂ）の表示板の非照光時及び照光時の外観を示す部分斜視図である。
同図（ｅ）は、本表示板の積層構造を示す断面図である。
【図３】本発明の第３実施形態に係る表示板を示すものであり、同図（ａ）は、非照光時
の本表示板の外観を示す平面図、同図（ｂ）は、本表示板の積層構造を示す断面図である
。
【図４】本発明の第４実施形態に係る表示板を示すものであり、同図（ａ）は、背景をカ
ーボンファイバの線維模様にした表示板の、非照光時及び照光時の外観を示す平面図であ
る。同様に、同図（ｂ）は、背景を金属加工のヘアライン模様にした表示板の、非照光時
及び照光時の外観を示す平面図である。また、同図（ｃ）は、同図（ａ）又は（ｂ）の表
示板の非照光時及び照光時の外観を示す部分斜視図である。
【図５】同図（ａ）～（ｃ）は、図４（ａ）又は（ｂ）に示す本表示板の積層構造を示す
断面図である。
【図６】本発明の第４実施形態に係る表示板を示すものであり、同図（ａ）は、ネガ表示
をポジ表示の縁取り状にした表示板の、非照光時及び照光時の外観を示す部分斜視図であ
る。同図（ｂ）は、本表示板の積層構造を示す断面図である。
【図７】本発明の一実施形態に係るカメラのモードダイヤルを示すものであり、同図（ａ
）は非照光時の平面図、同図（ｂ）は照光時の平面図、同図（ｃ）は照光時の外観を示す
部分斜視図である。また、同図（ｄ）は本モードダイヤルの断面図、同図（ｅ）は本モー
ドダイヤルを構成する表示板の積層構造を示す部分断面図である。
【図８】本発明の一実施形態に係るスピードメータの文字盤を示すものであり、同図（ａ
）は非照光時の平面図、同図（ｂ）は同図（ａ）の部分拡大図である。同様に、同図（ｃ
）は非照光時の平面図、同図（ｄ）は同図（ｃ）の部分拡大図である。また、同図（ｅ）
は本文字盤の積層構造を示す部分断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
［第１実施形態］
　以下、本発明の第１実施形態に係る表示板について、図１（ａ）～（ｄ）を参照しつつ
説明する。
【００３０】
＜全体構成＞
　図１（ａ）及び（ｂ）の左側の図は、本実施形態に係る表示板１の非照光時の外観を示
すものである。これら図面において、表示板１は、透明な基板１０の表面に印刷した遮光
性のポジ表示１０ａ（図中の黒塗り「ＡＢＣ」を参照）を、図示しないＬＥＤ等のバック
ライトにより、基板１０の裏面側から照明する構成となっている。
【００３１】
　図１（ｃ）の断面図に示すように、基板１０の裏面全体には、任意の色に着色した遮光
層１１が印刷してある。本実施形態では、透明な基板１０の裏面に直接、遮光層１１を印
刷しているので、この遮光層１１の色が表示板１の背景色となる。遮光層１１は、遮光性
の高い黒色、紺色、焦茶色等の濃色とすることが好ましい（図１（ａ）～（ｃ）では、図
示の便宜上、遮光層１１の色をハッチングで示す）。また、表示板１の背景を遮光性の低
い淡色、半透過性の金属皮膜又はスモーク印刷等とする場合には、図２（ｅ）に示すよう
な、遮光層１１と別個に背景加飾層２１を設けるとよい。
【００３２】
　このような遮光層１１中には、透光性のネガ表示１１ａが抜き印刷してある。このネガ
表示１１ａは、ポジ表示１０ａに対応する輪郭形状を有し、基板１０の肉厚を介してポジ
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表示１０ａに重複する。本実施形態では、ネガ表示１１ａの各部の幅Ｌ２を、ポジ表示１
０ａの各部の幅Ｌ１よりも若干大きくし、図１（ａ）及び（ｂ）に示すように、ネガ表示
１１ａの輪郭形状を、ポジ表示１０ａの輪郭形状の外側にオフセットさせてある。
【００３３】
　図１（ｃ）に戻り、基板１０の裏面側における遮光層１１の下には、任意の色に着色し
た半透光性の照光着色層１２が印刷してある。この照光着色層１２は、ネガ表示１１ａと
バックライトとの間に介在し、ネガ表示１１ａを透過する照光を任意の色に着色する。
【００３４】
＜非照光時における表示板の外観＞
　図１（ａ）及び（ｂ）の左側の図に示すように、バックライトの非照光時において、表
示板１は、外部からの光を受けてデザイン通りの色や質感を呈する。例えば、ポジ表示１
０ａを赤色、遮光層１１を黒色にしたならば、赤色の平面的な「ＡＢＣ」の文字が、基板
１０の肉厚を介して黒色の背景上に浮かび上がって見える。
【００３５】
　このとき、ネガ表示１１ａは、照光着色層１２自体の色を呈する。例えば、照光着色層
１２自体の色を、遮光層１１と同系色（例えば黒色）にした場合は、非照光時にネガ表示
１１ａを目立たなくすることができる。これと逆に、照光着色層１２自体の色を、遮光層
１１の反対色（例えば白色）にした場合は、非照光時にネガ表示１１ａを目立たせること
ができる。この場合に、照光着色層１２自体の色が、ポジ表示１０ａの色とも異なるなら
ば、外部からの光の下で正面から見ると、ポジ表示１０ａの周囲がネガ表示１１ａに縁取
られたように見える。
【００３６】
＜照光時における表示板の外観＞
　図１（ａ）及び（ｂ）の右側の図は、本実施形態に係る表示板１の照光時の外観を示す
ものである。これら図面において、バックライトからの照光は、照光着色層１２によって
着色され、ネガ表示１１ａを透過してポジ表示１０ａを背後から照明する。すると、これ
らポジ表示１０ａとネガ表示１１ａとが一体となって、一つの立体的表示を形成する。す
なわち、背後から照光を受けたポジ表示１０ａが、ネガ表示１１ａを透過した照光の中に
浮かび上がり、このポジ表示１０ａが立体的表示の上面、ネガ表示１１ａが立体的表示の
下面、基板１０のうち照光の透過する部分が立体的表示の肉厚を形成する。この結果、本
実施形態の表示板１では、透明な基板１０中に、照光の肉厚をもった「Ａ」、「Ｂ」、「
Ｃ」の立体的表示が個別に存在するように見える。
【００３７】
＜作用効果＞
　本実施形態に係る表示板１によれば、平面的なポジ表示１０ａに、厚みをもたせて立体
感及び浮遊感を与えることができる。特に、バックライトの非照光時には、外部からの光
の下で、表示板１全体をデザイン通りの色や質感で見せることができるとともに、外部か
らの光が少ない暗所では、ネガ表示１１ａを透過した照光の中にポジ表示１０ａが浮かび
上がる立体的表示を形成することができ、表示板１全体の外観を照光時と非照光時とで大
きく相違させることが可能となる。
【００３８】
＜変更例＞
　本実施形態では、ネガ表示１１ａの各部の幅Ｌ２を、ポジ表示１０ａの各部の幅Ｌ１よ
りも若干大きくし、ネガ表示１１ａの輪郭形状を、ポジ表示１０ａの輪郭形状の外側にオ
フセットさせたが、本発明の表示板は、この構成に限定されるものではない。図１（ｄ）
に示すように、ネガ表示１１ａの各部の幅Ｌ２を、ポジ表示１０ａの各部の幅Ｌ１よりも
若干小さくし、ネガ表示１１ａの輪郭形状を、ポジ表示１０ａの輪郭形状の内側にオフセ
ットさせた構成としてもよい。
【００３９】
［第２実施形態］
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　次に、本発明の第２実施形態に係る表示板について、図２（ａ）～（ｅ）を参照しつつ
説明する。これら図面において、本実施形態の表示板２は、透明な基板１０の裏面側にお
ける遮光層１１よりも上に、半透光性の背景加飾層２１を形成した構成としてある。
【００４０】
＜全体構成＞
　図２（ａ）及び（ｂ）は、それぞれ背景加飾層２１が異なる２種類の表示板２、２の、
非照光時の外観を示すものである。同図（ａ）の表示板２は金属調の背景加飾層２１Ａを
備えており、同図（ｂ）の表示板２はスモーク調の背景加飾層２１Ｂを備えている。
【００４１】
　図２（ｅ）に示すように、各表示板２、２は、いずれも基板１０の表面に、薄い透明な
フィルム２０を積層した構成となっている。フィルム２０の裏面には、遮光性のポジ表示
２０ａ（図中の黒塗り「ＡＢＣ」を参照）が印刷してある。一方、基板１０の裏面には、
背景加飾層２１が形成してあり、この背景加飾層２１の下に遮光層１１が印刷してある。
【００４２】
　フィルム２０は、表示板２の用途に応じた耐性を有するものであればよく、例えば、Ｐ
ＥＴ（Polyethylene Terephthalate）、ポリカーボネート、シリコーン等とすることがで
きる。また、表示板２を電子機器の操作部や経年外部に曝される銘板などに適用する場合
には、フィルム２０の表面に傷防止のためのハードコートを施すことが好ましい。
【００４３】
　背景加飾層２１は、表示板２におけるポジ表示２０ａの背景デザインを構成するもので
ある。例えば、ＡｌやＳＵＳのハーフスパッタリングによって基板１０の裏面に金属薄膜
を蒸着し、金属調の背景加飾層２１Ａとすることができる。また、基板１０の裏面に半透
光性のスモーク色（黒色半透明）を印刷し、スモーク調の背景加飾層２１Ｂとすることが
できる。さらに、黒色以外の半透明色を印刷して、任意のカラーの背景加飾層２１Ｃとし
てもよい。
【００４４】
　遮光層１１には、第１実施形態と同様のネガ表示１１ａが抜き印刷してある。本実施形
態では、背景加飾層２１の下に遮光層１１を印刷しているので、表示板２の表面側から見
て、ネガ表示１１ａが背景加飾層２１に覆われる。これにより、バックライトの非照光時
に、ネガ表示１１ａの輪郭形状を見えなくすることができる。
【００４５】
　その他は第１実施形態と同様であり、ネガ表示１１ａは、ポジ表示２０ａに対応する輪
郭形状を有し、基板１０の肉厚を介してポジ表示２０ａに重複している。ネガ表示１１ａ
の各部の幅（図１（ｃ）のＬ２を参照）を、ポジ表示２０ａの各部の幅（図１（ｃ）のＬ
１を参照）よりも若干大きくし、図２（ａ）及び（ｂ）に示すように、ネガ表示１１ａの
輪郭形状を、ポジ表示２０ａの輪郭形状の外側にオフセットさせてある。
【００４６】
＜非照光時における表示板の外観＞
　図２（ａ）及び（ｃ）中の上図において、金属調の背景加飾層２１Ａを採用した表示板
２は、フィルム２０により、表面にポジ表示２０ａの凹凸のない平滑な外観を呈する。ま
た、背景加飾層２１Ａは、透明な基板１０の肉厚を介して、鏡面仕上げの背景を形成する
。バックライトの非照光時には、ネガ表示１１ａの輪郭形状が見えないので、線図や模様
が一切ない鏡面仕上げの背景に統一される。このような鏡面仕上げの背景上に、平面的な
ポジ表示２０ａの「ＡＢＣ」（例えば赤色）の文字が浮き上がって見える。さらに、「Ａ
ＢＣ」の文字が鏡面仕上げの背景に映り込み、実像と虚像の一対の「ＡＢＣ」が、基板１
０の肉厚を介して平面的な二重像に見える。
【００４７】
　一方、図２（ｂ）及び（ｄ）中の上図において、スモーク調の背景加飾層２１Ｂを採用
した表示板２は、背景加飾層２１Ｂが、透明な基板１０の肉厚を介して、光沢を有する黒
色の背景を形成する。このような黒色の背景上に、平面的なポジ表示２０ａの「ＡＢＣ」
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（例えば赤色）の文字が浮き上がって見える。なお、上述した金属調の背景加飾層２１Ａ
と同様に、フィルム２０により、表面にポジ表示２０ａの凹凸のない平滑な外観を呈する
。また、バックライトの非照光時には、ネガ表示１１ａの輪郭形状が見えないので、線図
や模様が一切ない黒色の背景に統一される。
【００４８】
＜照光時における表示板の外観＞
　図２（ｃ）及び（ｄ）中の各下図に示すように、バックライトからの照光は、ネガ表示
１１ａ及び背景加飾層２１Ａ又は２１Ｂを透過し、ポジ表示２０ａを背後から照明する。
すると、第１実施形態と同様に、これらポジ表示２０ａとネガ表示１１ａとが一体となっ
て、一つの立体的表示を形成する。上述したように、背後から照光を受けたポジ表示２０
ａが、ネガ表示１１ａを透過した照光の中に浮かび上がり、このポジ表示２０ａが立体的
表示の上面、ネガ表示１１ａが立体的表示の下面、基板１０のうち照光の透過する部分が
立体的表示の肉厚を形成する。
【００４９】
　この結果、金属調の背景加飾層２１Ａを採用した表示板２では、鏡面仕上げの背景上に
、照光の肉厚をもった「Ａ」、「Ｂ」、「Ｃ」の立体的表示が個別に存在するように見え
る。一方、スモーク調の背景加飾層２１Ｂを採用した表示板２では、黒色の背景上に、照
光の肉厚をもった「Ａ」、「Ｂ」、「Ｃ」の立体的表示が個別に存在するように見える。
【００５０】
＜作用効果＞
　本実施形態に係る表示板２によれば、遮光層１１よりも上に半透光性の背景加飾層２１
を形成したことにより、ポジ表示２０ａの背景を金属調、ミラー調、シェル調、スモーク
調、カラー調など、色や質感の異なる多種多様のデザインにすることができる。また、こ
の背景加飾層２１によってネガ表示１１ａを覆うにより、バックライトの非照光時に、ネ
ガ表示１１ａを隠蔽してポジ表示２０ａの背景デザインを統一することが可能となる。
【００５１】
　さらに、バックライトの非照光時には、外部からの光の下で、表示板２全体をデザイン
通りの色や質感で見せることができるとともに、外部からの光が少ない暗所では、ネガ表
示１１ａを透過した照光の中にポジ表示２０ａが浮かび上がる立体的表示を形成すること
ができ、表示板２全体の外観を照光時と非照光時とで大きく相違させることができる。
【００５２】
［第３実施形態］
　次に、本発明の第３実施形態に係る表示板について、図３（ａ）及び（ｂ）を参照しつ
つ説明する。これら図面において、本実施形態の表示板３は、透明な基板１０の裏面に背
景加飾層３１を印刷し、この背景加飾層３１の下に遮光層１１を印刷した構成としてある
。そして、背景加飾層３１には、遮光層１１のネガ表示１１ａに対応する、同様のネガ表
示（透光部）３１ａが抜き印刷してある。
【００５３】
　このように、背景加飾層３１のネガ表示１１ａに対応する領域に透光性をもたせたこと
により、ネガ表示１１ａを透過する照光量を確保しつつ、背景加飾層３１を遮光性、透光
性又は半透過性にすることができ、ポジ表示の背景デザインの自由度を拡大することが可
能となる。
【００５４】
　なお、遮光性又は半透過性の背景加飾層３１としては、例えば、上述した金属皮膜、ス
モーク印刷、カラー印刷が該当し、また、透光性の背景加飾層３１としては、例えば、後
述する微細凹凸からなるテクスチャ模様の印刷又は加飾フィルムが該当する。
【００５５】
［第４実施形態］
　次に、本発明の第４実施形態に係る表示板について、図４（ａ）～（ｃ）及び図５（ａ
）～（ｃ）を参照しつつ説明する。これら図面において、本実施形態の表示板４は、基板
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１０の表面側又は裏面側に、微細凹凸からなるテクスチャ模様を形成した透光性を有する
加飾フィルム４０を積層した構成としてある。
【００５６】
＜全体構成＞
　図４（ａ）及び（ｂ）は、それぞれ加飾フィルム４０のテクスチャ模様が異なる２種類
の表示板４、４の、非照光時及び照光時の外観を示すものである。同図（ａ）の表示板４
はカーボンファイバの線維模様を形成した加飾フィルム４０Ａを備えており、同図（ｂ）
の表示板４は金属加工のヘアライン模様を形成した加飾フィルム４０Ｂを備えている。
【００５７】
　図５（ａ）～（ｃ）に示すように、加飾フィルム４０は、透明フィルムの表面又は裏面
に微細凹凸からなるテクスチャ模様を形成した構成となっており、上述した背景加飾層２
１と相俟って、カーボンファイバ又は表面処理した金属の質感を模した外観を呈する。
【００５８】
　具体的に、カーボンファイバの線維模様を形成した加飾フィルム４０Ａの下に、スモー
ク調の背景加飾層２１Ｂを積層することにより、黒いカーボンファイバを格子状に編み込
んだ外観になる。また、金属加工のヘアライン模様を形成した加飾フィルム４０Ｂの下に
、金属調の背景加飾層２１Ａを積層することにより、微細な線状の模様が付いた光沢のな
い金属表面の外観になる。
【００５９】
　ここで、加飾フィルム４０は、透明な基板１０の表面側又は裏面側のいずれに積層して
もよい。例えば、図５（ａ）に示すように、基板１０の表面に加飾フィルム４０を積層す
る。この場合は、加飾フィルム４０の裏面にポジ表示２０ａを印刷する。加飾フィルム４
０のテクスチャ模様は、その表面又は裏面のいずれに形成してもよい。テクスチャ模様を
加飾フィルム４０の表面に形成した場合は、表示板４の表面に指で触れたとき、テクスチ
ャ模様を触感で感じることができる。また、図４（ｂ）に示す金属加工のヘアライン模様
のように、表示板４の表面を光沢のない外観にしたい場合は、テクスチャ模様を加飾フィ
ルム４０の表面に形成するとよい。逆に、図４（ａ）に示すカーボンファイバの繊維模様
のように、表示板４の表面に光沢をもたせたい場合は、テクスチャ模様を加飾フィルム４
０の裏面に形成するとよい。
【００６０】
　また、例えば、図５（ｂ）に示すように、基板１０の裏面に加飾フィルム４０を積層し
、その下に背景加飾層２１を印刷した構成としてもよい。この場合は、加飾フィルム４０
のテクスチャ模様と、背景加飾層２１とが一体的に見えるメリットがある。基板１０の裏
面に加飾フィルム４０を積層した場合は、透明な基板１０の肉厚を介して、カーボンファ
イバ調又は金属ヘアライン調の背景が見えるようになる。特に、背景をカーボンファイバ
調とした場合は、表示板４の外観を、プラスチックの中にカーボンファイバを入れたＦＲ
Ｐ（Fiber Reinforced Plastics）に酷似させることができる。
【００６１】
＜非照光時における表示板の外観＞
　図４（ａ）の左側の図に示すように、カーボンファイバの線維模様を形成した加飾フィ
ルム４０Ａを採用した表示板４では、この加飾フィルム４０Ａと、スモーク調の背景加飾
層２１Ｂとが相俟って、カーボンファイバ調の背景を形成する。背景加飾層２１Ｂの下に
遮光層１１を印刷してあるので、バックライトの非照光時には、ネガ表示１１ａの輪郭形
状が隠蔽され、背景の外観は、黒色のカーボンファイバ調に統一される。このようなカー
ボンファイバ調の背景上に、平面的なポジ表示２０ａの「ＡＢＣ」（例えば白色）の文字
が浮き上がって見える。
【００６２】
　一方、図４（ｂ）の右側の図に示すように、金属加工のヘアライン模様を形成した加飾
フィルム４０Ｂを採用した表示板４では、この加飾フィルム４０Ｂと、金属調の背景加飾
層２１Ａとが相俟って、金属ヘアライン調の背景を形成する。上記と同様に、背景加飾層
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２１Ａの下に遮光層１１を印刷してあるので、バックライトの非照光時には、ネガ表示１
１ａの輪郭形状が隠蔽され、背景の外観は、金属ヘアライン調に統一される。このような
金属ヘアライン調の背景上に、平面的なポジ表示２０ａの「ＡＢＣ」（例えば黒色）の文
字が浮き上がって見える。
【００６３】
＜照光時における表示板の外観＞
　図４（ａ）及び（ｂ）の各右側の図に示すように、バックライトからの照光は、ネガ表
示１１ａ、背景加飾層２１及び加飾フィルム４０を透過し、ポジ表示２０ａを背後から照
明する。すると、第１実施形態と同様に、これらポジ表示２０ａとネガ表示１１ａとが一
体となって、一つの立体的表示を形成する。上述したように、背後から照光を受けたポジ
表示２０ａが、ネガ表示１１ａを透過した照光の中に浮かび上がり、このポジ表示２０ａ
が立体的表示の上面、ネガ表示１１ａが立体的表示の下面、基板１０のうち照光の透過す
る部分が立体的表示の肉厚を形成する。
【００６４】
　この結果、加飾フィルム４０Ａを採用した表示板４では、カーボンファイバ調の背景上
に、照光の肉厚をもった「Ａ」、「Ｂ」、「Ｃ」の立体的表示が個別に存在するように見
える。一方、加飾フィルム４０Ｂを採用した表示板４では、金属ヘアライン調の背景上に
、照光の肉厚をもった「Ａ」、「Ｂ」、「Ｃ」の立体的表示が個別に存在するように見え
る。
【００６５】
＜作用効果＞
　本実施形態に係る表示板４によれば、微細凹凸からなるテクスチャ模様を形成した加飾
フィルム４０と、背景加飾層２１との組み合わせにより、カーボンファイバ調、金属ヘア
ライン調など、立体的な質感を有する多種多様のデザインにすることができる。
【００６６】
　さらに、バックライトの非照光時には、外部からの光の下で、表示板４全体をデザイン
通りの色や質感で見せることができるとともに、外部からの光が少ない暗所では、ネガ表
示１１ａを透過した照光の中にポジ表示２０ａが浮かび上がる立体的表示を形成すること
ができ、表示板４全体の外観を照光時と非照光時とで大きく相違させることができる。
【００６７】
＜変更例＞
　図５（ｃ）に示すように、遮光層１１の下に加飾フィルム４０を積層し、ネガ表示１１
ａの裏側をテクスチャ模様で覆った構成としてもよい。このような構成とした場合は、図
４（ｃ）に示すように、バックライトの照光時において、ネガ表示１１ａのみにテクスチ
ャ模様を発現させることができる。
【００６８】
　なお、本実施形態では、加飾フィルム４０に形成するテクスチャ模様の例として、カー
ボンファイバの繊維模様、金属加工のヘアライン模様を挙げたが、これに限定されるもの
ではない。加飾フィルム４０には、一般的な市松模様、水玉模様、唐草模様などのあらゆ
る模様、キャラクターや企業ロゴ等のあらゆるモチーフを微細凹凸で描画することができ
る。
【００６９】
［第５実施形態］
　次に、本発明の第５実施形態に係る表示板について、図６（ａ）及び（ｂ）を参照しつ
つ説明する。これら図面において、本実施形態の表示板５は、遮光層１１の下にネガ表示
２１ａ及び１１ａを覆う半透過性の着色層５０を印刷した構成としてある。
【００７０】
　図６（ｂ）に示すように、本実施形態の表示板５では、透明な基板１０の裏面に背景加
飾層２１が形成してあり、この背景加飾層２１の下に遮光層１１が印刷してある。本実施
形態では、金属調の背景加飾層２１Ａを採用しており、背景加飾層２１Ａ及び遮光層１１
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には、互いに輪郭形状が一致するネガ表示２１ａ及び１１ａが抜き印刷してある。これら
ネガ表示２１ａ及び１１ａは、ポジ表示２０ａより若干大きく、ポジ表示２０ａの外周を
縁取り状のデザインとなっている。
【００７１】
　上述したように、遮光層１１の下には、ネガ表示２１ａ及び１１ａを覆う半透過性の着
色層５０が印刷してあり、これらネガ表示２１ａ及び１１ａを任意の色に着色している。
着色層５０は、例えば、黒色のスモーク印刷５０Ａ、又は黒色以外の半透過性のカラー印
刷５０Ｂとすることができる。この着色層５０を、ポジ表示２０ａ及び背景加飾層２１の
いずれとも異なる色にすると、ポジ表示２０ａのデザイン上のアクセントになって、ポジ
表示２０ａとネガ表示２１ａ及び１１ａとからなる表示を目立たせることができる。例え
ば、ポジ表示２０ａを赤色、ネガ表示２１ａ及び１１ａを黒色、背景加飾層２１Ａを白い
シェル調とする。この例示において、着色層５０を白色のカラー印刷５０Ｂとし、ネガ表
示２１ａ及び１１ａの縁取りを、シェル調の背景加飾層２１Ａと同系色の白色としてもよ
い。
【００７２】
　このような構成からなる本実施形態の表示板５では、図６（ａ）の上図に示すように、
バックライトの非照光時には、シェル調の背景上で、赤色のポジ表示２０ａが、黒色のネ
ガ表示２１ａ及び１１ａに縁取られた外観を呈する。一方、バックライトの非照光時には
、赤色のポジ表示２０ａが、ネガ表示２１ａ及び１１ａを透過した透光に縁取られ、照光
の肉厚をもった「Ａ」、「Ｂ」、「Ｃ」の立体的表示が個別に存在するように見える。
【００７３】
［第６実施形態］
　次に、本発明の表示板を備えたカメラのモードダイヤル（操作部）の一実施形態につい
て、図７（ａ）～（ｅ）を参照しつつ説明する。
【００７４】
　図７（ａ）の平面図に示すように、本実施形態に係るモードダイヤル６は、上述した実
施形態の積層構造を有する表示板６１の外側に、ベゼル６３を取り付けた外観となってい
る。ベゼル６３の外周面には図示しないローレット（滑り止め）が設けてある。
【００７５】
　図７（ｄ）の断面図に示すように、表示板６１の裏面には、乳白色のＰＣ材からなるラ
イトガイド６２が接着してあり、これら表示板６１とライトガイド６２との組立体は、回
転軸６４を介して、カメラ筐体６７に回動自在に取り付けてある。また、回動軸６４とカ
メラ筐体６７との間には、カラー６５が介設してあり、モードダイヤル６の回動を円滑に
している。そして、ライトガイド６２の下方には、表示板６１を照明するためのＬＥＤ６
６が内蔵してある。
【００７６】
　図７（ｅ）の拡大図に示すように、表示板６１は、透明の基板１０の表面に、薄い透明
なフィルム２０を積層した構成となっている。フィルム２０の裏面には、遮光性のポジ表
示２０ａ（図７（ａ）中の黒塗りの文字及び絵文字を参照）が印刷してある。一方、基板
１０の裏面には、金属調の背景加飾層２１Ａが形成してあり、この背景加飾層２１Ａの下
に遮光層１１が印刷してある。この遮光層１１には、ポジ表示２０ａの輪郭形状に対応す
るネガ表示１１ａが抜き印刷してある。上記実施形態と同様に、ネガ表示１１ａは、ポジ
表示２０ａよりも若干大きな幅寸法としてある。さらに、遮光層１１の下には、ＬＥＤ６
６の照光を着色するための照光着色層１２が印刷してある。この照光着色層１２は、ＬＥ
Ｄ６６の照光を任意の色、例えば青色に着色する。
【００７７】
　このようなモードダイヤル６では、図７（ａ）に示すＬＥＤ６６の非照光時において、
表示板６１の背景が、外部からの光を受けて鏡面仕上げの金属調に見え、ポジ表示２０ａ
からなる文字及び絵文字（例えば黒色）が、基板１０の肉厚分だけ金属調の背景上に浮き
上がったように見える。また、本実施形態では、同図（ｅ）に示す背景加飾層２１Ａが、
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透光性のネガ表示１１ａを覆っているので、ＬＥＤ６６の非照光時に、ネガ表示１１ａの
輪郭形状が見えることはない。
【００７８】
　一方、図７（ｂ）及び（ｃ）に示すＬＥＤ６６の照光時には、ＬＥＤ６６からの照光が
、照光着色層１２、ネガ表示１１ａ及び背景加飾層２１Ａを透過し、照光着色層１２によ
って青色に着色された照光が、ポジ表示２０ａを背後から照明する。これにより、黒色の
ポジ表示２０ａからなる平面的な文字又は絵文字が、ネガ表示１１ａを透過した青色の照
光の中に浮かび上がり、表示板６中に個別の立体的表示を形成する。
【００７９】
　このような本実施形態のモードダイヤル６によれば、平面的なポジ表示２０ａに厚みを
もたせて立体感及び浮遊感を与えることができるとともに、表示板６全体の外観を照光時
と非照光時とで相違させることが可能となる。この結果、従来のカメラにはない斬新な構
造及び外観のモードダイヤル６を提供することができる。
【００８０】
［第７実施形態］
　次に、本発明の表示板を備えたスピードメータの文字盤の一実施形態について、図８（
ａ）～（ｅ）を参照しつつ説明する。
【００８１】
　図８（ａ）において、本実施形態に係るスピードメータの文字盤７は、上述した実施形
態の積層構造を有する表示板からなっている。同図（ｂ）の断面図に示すように、文字盤
７は、２枚の透明な基板１０、１０を上下に積層した構成となっており、上の基板１０の
表面には、速度を表す数字を形成するポジ表示１０ａが直接印刷してある。本実施形態で
は、ポジ表示１０ａを白色としている。
【００８２】
　一方、下の基板１０の表面には、黒色の遮光層１１が印刷してあり、この遮光層１１の
上に加飾フィルム４０Ａが積層してある。この加飾フィルム４０Ａには、微細凹凸からな
るカーボンファイバの線維模様が形成してある。図８（ｂ）に示すように、加飾フィルム
４０Ａのテクスチャ模様と、黒色の遮光層１１とが相俟って、黒色のカーボンファイバ調
の背景が形成される。
【００８３】
　また、これら加飾フィルム４０Ａ及び遮光層１１には、それぞれポジ表示１０ａに対応
するネガ表示４０ａ、１１ａが形成してある。透光性を有する加飾フィルム４０Ａにもネ
ガ表示４０ａを形成することで、テクスチャ模様による照光の乱反射をなくし、ポジ表示
１０ａを照明するための照光量低下を防止している。また、テクスチャ模様による照光の
乱反射をなくすことで、ネガ表示４０ａ、１１ａを透過する照光の輪郭形状がはっきりと
画定される効果もある。
【００８４】
　このような文字盤７では、図８（ａ）及び（ｂ）に示すように、図示しないバックライ
トの非照光時においては、黒色のカーボンファイバ調の背景上で、白色のポジ表示１０ａ
が、基板１０の肉厚分だけ金属調の背景上に浮き上がったように見える。特に、黒色のカ
ーボンファイバ調の背景上では、これと反対色である白色のポジ表示１０ａが目立ち、文
字盤７の視認性が良好となる。
【００８５】
　一方、図８（ｃ）及び（ｄ）に示すバックライトの照光時には、照光が、ネガ表示１１
ａ、４０ａを透過して、ポジ表示２０ａを背後から照明する。これにより、白色のポジ表
示２０ａからなる平面的な数字が、ネガ表示１１ａ、４０ａを透過した照光の中に浮かび
上がり、文字盤７中に個別の立体的表示を形成する。ここで、同図（ｄ）に示すように、
暗所において背後からポジ表示１０ａを照明すると、白色のポジ表示１０ａは、逆光で影
になり黒色に見えるようになる。したがって、本実施形態の文字盤７では、バックライト
の非照光時において白色の平面的な数字が、照光時には黒色の数字と照光の肉厚からなる
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【００８６】
　このような本実施形態の文字盤７によれば、平面的なポジ表示１０ａに厚みをもたせて
立体感及び浮遊感を与えることができるとともに、文字盤７全体の外観を照光時と非照光
時とで相違させることが可能となる。この結果、従来の自発光式の文字盤にはない斬新な
外観の文字盤７を提供することができる。
【符号の説明】
【００８７】
　１、２、３、４、５　表示板
　１０　基板
　１０ａ、２０ａ　ポジ表示
　１１　遮光層
　１１ａ、２１ａ、４０ａ　ネガ表示
　１２　照光着色層
　２０　フィルム
　２１、３１　背景加飾層
　２１Ａ　背景加飾層（金属薄膜）
　２１Ｂ　背景加飾層（スモーク印刷）
　２１Ｃ　背景加飾層（黒以外のカラー印刷）
　３１ａ　透光部
　４０　加飾フィルム
　４０Ａ　加飾フィルム（カーボンファイバの線維模様）
　４０Ｂ　加飾フィルム（金属加工のヘアライン模様）
　５０　着色層
　５０Ａ　着色層（スモーク印刷）
　５０Ｂ　着色層（黒以外のカラー印刷）
　６　モードダイヤル
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